
２０２２０２００☆スノーフェスタ☆スノーフェスタ☆☆

メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



隠

　ふじみ保育所にて、お手製の鬼のお面を身につけた園児

たちによる豆まき会が行われました。今年は赤色と青色の

２体の鬼が登場し、泣き出してしまう園児や物陰に隠れ始

める園児がいました。

　鬼から逃げながらも豆を投げ

つけ、見事に鬼を退治すること

ができました。

　園児たちは、一つの大きな仕

事をやり終えたかのような、ほっ

とした表情を浮かべていました。

（２月３日）

ふじみ保育所　豆まき会

　４月に小学生になる保育園児（８名）を対象とした１日入学が初山別小学校にて行われ

ました。普段とは違う環境にすこし緊張していた園児たちでしたが、名前を呼ばれると元

気に返事をすることができました。この日は現小学１年生の先輩たちに教わりながら、「さら

すびー」を作成し、体育館で飛ばして遊びました。　　　　　　　　　　　 （２月６日）

新１年生１日入学



韻

2 月のこんなことあんなこと

●２月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

ふじみ保育所　豆まき会３捷

農業委員会総会４昇

ほしっこくらぶ５昌

新１年生１日入学
予防接種

６昭

ヘルスアップ教室(初山別)７晶

なんでも体験クラブ「おなか元気教室」
第３回ワカモノみらい会議

８松

２０２０☆スノーフェスタ☆１１昇

乳幼児健診１２昌

ヘルスアップ教室(初山別・豊岬)１４晶

男の料理教室１５松

第３１回老人クラブ交歓会１８昇

ふれあいサロン(初山別)１９昌

予防接種
福祉有償輸送等運営協議会

２０昭

ヘルスアップ教室(初山別・有明)
議員全員協議会

２１晶

減塩教室２５昇

ヘルスアップ教室(初山別・豊岬)２８晶

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび

☆よみきかせ　でした。

（２月５日）

ほしっこくらぶ

－２月号－

３月の「ほしっこくら
ぶ」は、１８日開催予定
です。

　スノーフェスタ実行委員会主催のもと、

２０２０スノーフェスタが開催されました。１２

回目となる今年は例年に比べ雪が少ない中

でも、賑わいを見せていました。会場内の

屋台では焼き鳥やたこ焼き、ラーメンなど

が提供され、集まった子どもたちは、宝探

しやそり引きボブレース、雪上長下駄競争

などの雪中ミニゲームを楽しんでいました。

（２月１１日）

２ ０ ２ ０☆スノーフェスタ☆

※広報誌作成の関係で第２回の

様子は伝えられませんでした

が、第２回の会議では５０年後

の初山別村がどのようになっ

ているのかを話し合いました。

　第３回目となる「わかものみらい会議」は５０年後の初山別村から２０２０年をふり返り、今か

らこれをやっておくといいよ！ということをテーマに検討し、アイディアを出し合いました。

（２月８日）

第３回 わかものみらい会議

☆初参加けんすけくん☆



吋

  

　皆様ごきげんようオケラです。今だから言いますが人の名前を覚えるの

が絶望的に苦手です。ごめんなさい。それはそれとして今回長めにスペース

いただいたので心して読んでください。
　

　さて、早いもので私もこの村にきて３年となります。今月で協力隊として

の任期が終わりますので、ここでお話しするのは最後になるでしょう。この

村にきて何か変わりましたか、と言われれば、心に余裕ができました。でき

た余裕を有効利用しようともがいた結果、余裕がなくなりました。都会人の

ワーカホリックってやつかもしれません。頑張って生きていきます。

　そんなわけで田舎に染まり切っていない私ですが、もうしばらく塾やら何

やらでこの村に留まりますので引き続きよろしくお願いします。……そういえ

ば塾で自己紹介した記憶がないので生徒さんには名前知られてないかもし

れません。まぁ覚えるなら私の名前より伊能忠敬のほうが大事です。というこ

とで最後にちょっと塾講師っぽいこと書いて終わります。
　

　なんで勉強するの？とはよく言われますが、私の答えは「遊びの幅が広

がる」です。例えばミステリーを読む際、登場人物と一緒になって推理でき

れば楽しいですよね。それに必要なのは心情理解（国語）だったり、薬品や物理の知識（理科）だったり、

暗号解読には英語や地歴の知識を使ったり、トリックを見抜くのに速度や時間の計算を使ったりします。

ホラ、役立ってるでしょ？

　そりゃ、勉強することで将来の選択肢が広がるとかありますし私も経験してますが、

そういうのは自分が直面しないと実感できないものでして。ならもっと身近なところで努

力の成果を探すほうがたぶん楽しいかなと。
　

　締まらない感じですがこの辺で。最後まで読んでくださった方はお疲れさまでした。

ごきげんよう。

　皆様こんにちは。なんだかんだで初山別村に住んで３年が経とうとしています。沢山の方に良

くしていただいて、お世話になったおかげで、何とか３年間生きていくことができました。３年

間ありがとうございました。
　

　『あなたはこの３年で何か結果を残しましたか？』と聞かれると、目に見える結果は出せてない

んじゃないかなと思います。

　１～２年目は多くの人と接する事をメインとしてました。村の情勢、人の繋がり、この村に求

められているもの等、知ることが出来たと思います。

　２年目の後半～３年目は上記をふまえて何をすべきなのかを考え、実行に移そうとしていまし

た。観光や人口といった【村に訪れる人を増やすこと】をずっと考えていたのですが、案はあれ

ど実行出来ず。

　色々と考えて最終的に思ったのは『皆さんはこの初山別村をどうしていきたいで

すか？』ということでした。それが一番大事だと思っていたのですが、それをちゃ

んと確認できずに行動してたかもなぁと少し反省してます…
　

　ちょっと暗いので、明るい話にします。ヨーグルトに、メープルシロップをかけ

て食べるとすごく美味しいです！是非お試しください。（ほとんどメープルシロッ

プの味）はちみつでもいいらしいですね！それではまた。

《事務所》
多世代交流拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

最後かもしれない雑談

この３年間

【佐藤】

【齋藤】



右

筋
力
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
　
才
を
ピ
ー
ク
に
筋
力
は
衰
え
て

２０
い
き
ま
す
。特
に
、
高
齢
に
な
る
と
、

筋
力
低
下
か
ら
、
外
出
を
控
え
た
り
、

転
倒
に
よ
る
骨
折
で
要
介
護
状
態
に

な
る
事
が
あ
り
ま
す
。毎
日
の
体
操
で
、

筋
力
を
維
持
し
楽
し
く
外
出
が
出
来

る
日
々
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。で
き
れ

ば
、
毎
日
　
分
以
上
歩
く
こ
と
が
理

３０

想
で
す
が
、
冬
場
に
外
出
す
る
事
で

転
倒
の
危
険
が
あ
る
場
合
は
、
室
内

で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
事
前
に
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
し
、
体
調
の
悪
い
日
は
無
理

せ
ず
休
む
事
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
体
操
時
は
水
分
の
補
給
を

十
分
に
、
体
操
後
は
十
分
な
休
養
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
毎
年
　
月
～
３
月
に
流
行
を
繰
り

１２

返
す
感
染
症
の
一
つ
で
す
。
正
し
い

知
識
を
持
っ
て
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

足
腰
を
強
く
す
る
基
本
体
操

（
椅
子
に
座
る
）

１
指
先
の
曲
げ
伸
ば
し

①
第
２
関
節

　
を
軸
に
力

　
を
入
れ
な

　
が
ら
指
の

　
曲
げ
伸
ば
し
を

　
繰
り
返
す
。

２
腕
の
内
転
と
外
転

①
腕
を
伸
ば
す
。

②
腕
全
体
を

　
内
へ
外
へ

　
交
互
に
ゆ
っ

　
く
り
ひ
ね
る
。

３
肘
の
上
げ
下
げ

①
両
手
の
親
指
を
肩
に
軽
く
つ
け
る
。

②
肘
を
大
き
く
上
げ
、
ゆ
っ
く
り
下

げ
る
。
こ
の
動
作
を
く
り
返
す
。

４
腕
の
上
げ
と
横
曲
げ

①
胸
の
前
で
指
を
組
ん
で
頭
の
上
へ

ゆ
っ
く
り
上
げ
る
。

②
右
へ
真
横
に
少
し
曲
げ
脇
を
伸
ば

し
、
３
秒
く
ら
い
静
止
し
ゆ
っ
く

り
戻
す
。

５
腰
の
前
後
曲
げ

①
両
手
を

　
腰
に
当

　
て
た
ま

　
ま
、
上
体
を

　
後
ろ
に
曲
げ
た
あ
と
、

　
前
に
曲
げ
る
動
作
を
く
り
返
す
。

６
背
中
伸
ば
し

①
手
を
両
膝
の

上
に
当
て
、

背
中
を
伸
ば

す
。

②
息
を
吐
き
な

が
ら
お
じ
ぎ

を
す
る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
前
に
曲

げ
た
あ
と
、
上
体
を
お
こ
す
。

７
足
の
裏
側
伸
ば
し

①
足
の
つ
け

　
根
部
分
に

　
手
を
添
え
、

　
片
足
を
伸

　
ば
す
。

②
背
中
を
伸

　
ば
し
た
ま
ま
上
体
を

　
ゆ
っ
く
り
前
に
倒
す
。

③
股
、
膝
、
ふ
く
ら
は
ぎ
の
後
ろ
側

が
伸
び
た
と
こ
ろ
で
静
止
、
ゆ
っ

く
り
上
体
を
お
こ
す
。

８
腕
の
開
き
閉
じ

①
肘
を
　
度
く
ら
い
に
曲
げ
、
腕
を

９０

開
く
、
閉
じ
る
動
作
を
ゆ
っ
く
り

く
り
返
す
。

※
体
操
で
動
い
た
り
ひ
っ
く
り
返
っ
た

り
し
な
い
様
に
椅
子
は
重
く
て
丈

夫
な
物
を
選
ん
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
本
間
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



　
国
税
の
納
付
に
は
様
々
な
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
、
下
記
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
は
、
簡
単
・

便
利
に
納
付
が
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
利
用
す

れ
ば
、
確
定
申
告
期
等
の
窓
口
が
混

雑
す
る
時
期
に
、
金
融
機
関
や
税
務

署
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
自
宅
や
事

務
所
で
納
付
が
で
き
ま
す
。

◇
振
替
納
税

　
事
前
に
税
務
署
又
は
金
融
機
関
に

届
け
出
る
こ
と
で
、
振
替
日
に
預
貯

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
納
付
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
一
度
手
続
を
行
え
ば

継
続
し
て
ご
利
用
が
可
能
で
す
。

◇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
等
か
ら
、「
国
税

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
お
支
払
サ
イ
ト
」

(h
ttp
s://k

o
k
u
ze
i.n
o
u
fu
.jp
)

  
   
     
 
 
 
  
   
 
 
  
   
 に
ア

ク
セ
ス
し
、
必
要
事
項
を
入
力
す
る

だ
け
で
納
付
が
で
き
、
事
前
の
届
出

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
納
付

税
額
に
応
じ
た
決
済
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
納
付
手
段

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ

ニ
納
付
・
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
・
電
子

納
税
等
、
ご
自
身
に
合
っ
た
納
付
手

段
を
選
択
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」(h

ttp
s://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
)

 
 
   
     
 
 
  
  
  
 
   
 を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

　
令
和
元
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
並
び
に
贈
与
税
の
確
定

申
告
書
の
提
出
期
限
は
３
月
　
日
１６

（
月
）、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
書
の

提
出
期
限
は
３
月
　
日（
火
）で
す
。

３１

　
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
確
定

申
告
書
は
「
前
年
の
申
告
書
控
え
」

や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考

に
ご
自
身
で
作
成
し
、
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
、
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ

（
電
子
申
告
）
で
送
信
又
は
印
刷
し

て
郵
送
等
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
に
は
、
給
与
所
得
や
年
金
所

得
の
み
の
方
専
用
の
初
め
て
の
方
で

も
操
作
し
や
す
い
画
面
も
あ
り
ま
す

の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
税
務
署
へ
「
Ｉ

Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
」
を

す
る
こ
と
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
も

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
か

ら
ｅ
倆
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
送
信
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
税
務
署
な
ど
の
確
定
申
告

会
場
に
お
越
し
の
際
に
は
、「
前
年

の
申
告
書
控
え
」、
確
定
申
告
に
必

要
な
書
類
及
び
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
（「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
が

届
い
て
い
る
方
は
併
せ
て
ご
持
参
く

だ
さ
い
。）。

　
ま
た
、
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
の
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
）
は
、
税
務
署
で
の
確
定
申
告

の
受
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
留
萌
税
務
署
）

　
留
萌
振
興
局
で
は
、
月
間
中
、
給

与
・
預
金
等
財
産
の
差
押
え
を
強
化

し
ま
す
。

　
自
動
車
税
な
ど
道
税
に
未
納
の
あ

る
方
は
早
急
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
な
ど
道
税
の
納
税
相
談
は

留
萌
振
興
局
税
務
課
納
税
係

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
８
４
１
８

　
令
和
元
年
　
月
か
ら
自
動
車
税
は
、

１０

自
動
車
税
種
別
割
に
変
更
に
な
り
ま

し
た
。

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ
れ

る
税
金
で
す
。

■
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更
登
録

を
し
て
下
さ
い
。

　
次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録
手

続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更
登

録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移
転

登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た
と

き
（
抹
消
登
録
）

　
令
和
２
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

宇

国
税
の
納
付
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

申
告
書
は
、自
分
で
作
成
し
て
、

お
早
め
に
！

自
動
車
税
種
別
割
の
住
所

変
更
を
お
忘
れ
な
く

３
月
は
、滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す



納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る

た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
…

　
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
に

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
道
税
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
自
動
車
税
種
別
割
の
住

所
変
更
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
】

　
緯
０
１
１
儿
７
４
６
儿
１
１
９
７
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■
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
代
表
と
し

て
、
制
度
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
議
し
て
い
た
だ
く
運
営
協
議

会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
道
内
在
住
の
満
　
歳
以
上
の
方

２０

（
た
だ
し
、
議
員
や
公
務
員
等
を

除
く
）

【
募
集
人
数
】

　
５
　
名

【
任
　
　
期
】

　
２
０
２
０
年
７
月
か
ら
２
年
間

（
開
催
は
年
２
～
３
回
を
予
定
し

て
い
ま
す
）

【
応
募
方
法
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
及
び
市
区
町
村
窓
口
に
あ
る
応

募
要
領
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】

　
２
０
２
０
年
４
月
　
日（
木
）

３０

【
選
　
　
考
】

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、
提
出
さ

れ
た
小
論
文
等
に
よ
り
総
合
的
に

委
員
を
選
考
し
ま
す
。

【
報
酬
な
ど
】

１
日
に
つ
き
５
 竸
 
０
０
０
円
の
報
酬

と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

〒
０
６
０
儿
０
０
６
２

札
幌
市
中
央
区
南
２
条
西
　
丁
目
国

１４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
保
会
館
６
階

　
緯
０
１
１
儿
２
９
０
儿
５
６
０
１

　
人
事
院
及
び
海
上
保
安
庁
は
、
海

上
保
安
学
校
の
２
０
２
０
年
　
月
期

１０

学
生
採
用
試
験
を
下
記
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

１
海
上
保
安
学
校
採
用
試
験

（
京
都
府
舞
鶴
市
）

■
受
験
資
格

①
２
０
２
０
年
４
月
１
日
に
お
い
て

高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
　１３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

②
２
０
２
０
年
９
月
ま
で
に
高
等
学

校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
者

③
高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課

程
を
修
了
し
た
者
で
あ
っ
て
、
２
０

２
０
年
４
月
１
日
に
お
い
て
当
該
課

程
を
修
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
　
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

１３

等
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

■
受
験
申
込
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト：

２
０
２
０
年

３
月
　

日（
金
）～
４
月
３
日（
金
）

２７

〔
受
信
有
効
〕

○
郵
送
・
持
参：

２
０
２
０
年
３
月

　
日（
金
）～
３
月
　
日（
月
）〔
消
印

２７

３０

有
効
〕

■
試
験
区
分
・
種
目
（
第
１
次
試
験
）

○
船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程

・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

・
作
文
試
験

■
試
験
日
及
び
試
験
地

○
第
１
次
試
験

　
２
０
２
０
年
５
月
　
日（
日
）

１０

○
試
験
地

札
幌
市
、
函
館
市
、
小
樽
市
、
旭

川
市
、
釧
路
市

※
人
事
院
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
申

込
ア
ド
レ
ス
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２
試
験
の
問
合
せ
先

　
第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

（
小
樽
市
）　

　
緯
０
１
３
４
儿
２
７
儿
０
１
１
８

○
自
衛
官
と
し
て
の
経
験
が
な
く
て

も
予
備
自
衛
官
に
な
れ
る
予
備
自
衛

官
補
募
集
中

○
予
備
自
衛
官
補
は
、
一
般
公
募
で

採
用
さ
れ
た
方
は
３
年
以
内
に
　
日
５０

間
の
、
技
能
公
募
で
採
用
さ
れ
た
方

は
２
年
以
内
に
　
日
間
の
教
育
訓
練

１０

を
受
け
、
教
育
訓
練
終
了
後
、
予
備

自
衛
官
に
な
り
ま
す
。

○
応
募
資
格

煙
一
般
公
募：

　
歳
以
上
　
歳
未
満

１８

３４

の
者

煙
技
能
公
募：

　
歳
以
上
で
あ
っ
て

１８

下
記
の
国
家
免
許
資
格
等
を
有
す

る
者

衛
生
・
語
学
・
整
備
・
情
報
処
理
・
通

信
・
電
気
・
建
設
・
放
射
線
管
理（
細

部
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

○
締
め
切
り

●
第
１
回：

　
令
和
２
年
４
月
　
日（
金
）

１０

●
第
２
回：

　
令
和
２
年
９
月
　
日（
金
）

１１

烏

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

～
運
営
協
議
会
委
員
の
募
集
に
つ
い
て
～

海
上
保
安
学
校
学
生
採
用

試
験（
特
別
）の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
 
予
備
自
衛
官
補
試
験



羽

○
試
験
期
日

●
第
１
回：

　
令
和
２
年
４
月
　
日（
土
）～
　
日（
水
）

１８

２２

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。
）

●
第
２
回：

　
令
和
２
年
　
月
３
日（
土
）～
６
日（
火
）

１０

（
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。
）

○
試
験
種
目

筆
記
試
験
、
口
述
試
験
、
適
性
検

査
、
身
体
検
査

○
問
い
合
わ
せ
先

●
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
留
萌
地
域
事
務
所

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
４
６
５
０

●
初
山
別
村
役
場
総
務
課
庶
務
係

　
緯
０
１
６
４
儿
６
７
儿
２
２
１
１

　
札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
国
税
専
門
官

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
の
採
用
試
験
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
受
験
資
格

〇
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
　１１

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

〇
平
成
　
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

１１

の
者
で
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者
な
ど
別
に
定
め
る
者

■
申
込
受
付
期
間

申
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
　
日（
金
）
９：

０
０
～

２７

　
４
月
８
日（
水
）〔
受
信
有
効
〕

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
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■
第
１
次
試
験

【
基
礎
能
力
試
験
、
専
門
試
験
（
多

肢
選
択
式
及
び
記
述
式
）】

　
６
月
７
日（
日
）

■
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日

　
６
月
　
日（
火
）
９：

０
０

３０

■
第
２
次
試
験

【
人
物
試
験
及
び
身
体
検
査
】

　
７
月
８
日（
水
）～

７
月
　
日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る

１７

日
■
最
終
合
格
者
発
表
日

　
８
月
　
日（
火
）

１８

〇
ご
不
明
な
点
は
、
札
幌
国
税
局
人

事
第
２
課
採
用
担
当

　
緯
０
１
１
儿
２
３
１
儿
５
０
１
１

　
　
内
線
２
３
１
５

　
　
　
　
　
　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
北
海
道
警
察
官
募
集
中

　
北
海
道
警
察
官
募
集
中
「
こ
こ
か

ら
つ
な
が
る
、
未
来
の
た
め
に
。」

■
試
験
概
要

●
令
和
２
度
第
１
回
北
海
道
警
察
官

採
用
試
験
実
施
日
程
等

○
採
用
予
定
人
員
　
２
１
０
名
程
度

　
　
男
性
Ａ
区
分
　
１
２
０
名
程
度

　
　
男
性
Ｂ
区
分
　
　
　
　
名
程
度

３５

　
　
女
性
Ａ
区
分
　
　
　
　
名
程
度

４０

　
　
女
性
Ｂ
区
分
　
　
　
　
名
程
度

１５

○
受
付
期
間
　
３
月
１
日（
日
）～

　
　
　
　
　
　
４
月
８
日（
水
）

○
第
一
次
試
験
日

　
　
５
月
　
日（
土
）

１６

○
第
二
次
試
験
日

　
　
６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬

■
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

●
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
、
そ
ん
な

思
い
を
持
っ
て
い
る
方
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
悪
は
許
せ
な
い
、
困
っ
て
い
る
人

を
助
け
た
い
、
北
海
道
の
た
め
に
働

き
た
い
、
そ
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い

る
方
々
、
私
た
ち
と
一
緒
に
働
き
ま

せ
ん
か
。

●
あ
な
た
の
個
性
を
存
分
に
生
か
せ

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
官
と
い
う
仕
事
に
は
た
く
さ

ん
の
任
務
と
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
交
番
勤
務
や
刑
事
、
鑑
識
、
白
バ

イ
、
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
、
機
動
隊
、

音
楽
隊
な
ど
…
。

　
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が
、
そ
の
役

割
を
果
た
す
力
と
な
り
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重
視

　
仕
事
の
や
り
が
い
だ
け
で
は
な
く
、

私
生
活
の
充
実
も
大
切
に
し
て
い
る

組
織
で
す
。

　
道
内
の
他
の
公
務
員
よ
り
高
い
給

与
体
系
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
充
実
し
た
休
暇
制
度
や
育
児
・

介
護
に
関
す
る
制
度
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
仕
事
も
私
生
活
も
充
実
さ
せ
た
い
、

北
海
道
警
察
は
そ
ん
な
あ
な
た
に

ぴ
っ
た
り
の
組
織
で
す
。

●
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

チ
ェ
ッ
ク
！

　
詳
し
く
は
北
海
道
警
察
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
！
お
問
合
せ
は
、

羽
幌
警
察
署
又
は
北
海
道
警
察
本
部

採
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
緯
０
１
２
０
儿
８
６
０
儿
３
１
４

　
（
ハ
ロ
ー
サ
イ
ヨ
ー
）
ま
で
！

問
い
合
わ
せ
先
　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

国
税
専
門
官
募
集

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※札幌医大木村教授の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

迂

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和２年４月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（３日・１７日完全予約制）

〇

（第４水曜日２２日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
循環器内科（第４水曜日 ２２日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
札幌医大　木村教授（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（６日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（３日・１７日）〇

予約制八島医師（８日・１６日）〇〇

完全予約制
阿部・佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（３日・１７日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（１４日・２８日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（１４日・２８日）〇

整形専門外来予約制
完全予約制八島医師（２２日）〇

完全予約制穴口医師（２日・１６日）〇

完全予約制覺田医師（１０日・２４日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（７日・１４日・２１日・２８日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師（７日・８日・１４日
　２１日・２２日・２８日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（２日・９日・１６日・２３日・３０日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（１日・１５日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（３日・１０日・１７日・２４日）〇皮膚科（毎週金曜日）

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

消費者生活に関する相談は、
消費者ホットラインへ

0570－064－370
平日は、北海道立消費生活
センター、土日祝日は、国
民生活センターにつなが
ります。

一人で悩まず、

まずは相談してください。

おくやみ

２／２　宮　本　　　榮

　　　　　　　　　８３歳（　栄　）

２／１１　三　輪　タマヱ

　　　　　　　　　９３歳（有　明）

ひとのうごき

～令和２年２月末～

人口と世帯数
人口 １,１４０人
　　　（△６人）
 男 ５４８人
 女 ５９２人
 世帯数 　５３６世帯 
　　　（△１世帯）

（　） は前月比



※問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166崖32崖7102） ※旭川地方気象台ホームページアドレス　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/

　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。

発
行
／
初
　山
　別
　村
　
衣
〇
七
八－

四
四
九
二
　
北
海
道
苫
前
郡
初
山
別
村
字
初
山
別
九
六－

一

編
集
／
企
画
振
興
室
　
緯
 
（
〇
一
六
四
） 六
七－

二
二
一
一
 Ｆ
Ａ
Ｘ
 （
〇
一
六
四
） 六
七－

二
二
九
八
 

印
刷
／
白
然
印
刷
叙

E
-m
ail:sh

rom
an
@
satu

rn
.plala.or.jp

広
 報
 し
 ょ
 さ
ん
 べ
 つ
 　
　
　
  
３
 令和
二
年
三
月
十
一
日
発
行

 ２０２０
№
６１５

雨

気象台ひと口メモ　～春の大雪について～

　初山別村消防団第１分団に新しく水槽付

消防ポンプ自動車Ⅱ型が配置となり、村消

防庁舎にて入魂式が行われました。

　車体には天文台がデザインされています。

　小林団長は、「新しく消防ポンプ自動車

が配置され、消防力の強化が図ることがで

きました。今後も地域住民の安心・安全と

住民の付託に答えるよう最善を尽くしてい

く。」と話されました。　　　（２月２７日）

● 今月の主な行事予定 ●
（３／１１～４／１０）

行　　　　　事　　　　　等日月
広報しょさんべつ配布（３月号）１１昌

３

月

１２昭
初山別中学校　第７３回卒業式１３晶

１４松
１５掌
１６捷
１７昇

ほしっこくらぶ会場開放日１８昌

予防接種
初山別小学校　第１２３回卒業式

１９昭

破砕ごみ・危険ごみ（有明・栄・豊岬・明里・共成）２０晶
２１松
２２掌
２３捷
２４昇
２５昌

ふじみ保育所　卒園式
広報配布（お知らせ版）

２６昭

粗大ごみ２７晶
２８松
２９掌
３０捷
３１昇
１昌

４

月

２昭
３晶
４松
５掌

初山別小学校　入学式
初山別中学校　入学式

６捷

７昇
８昌
９昭

広報しょさんべつ配布（４月号）１０晶

　３月を迎えて、肌を突き刺すような厳しい寒さ

は峠を越えつつあります。

　これからの季節は、日中と夜間の気温差が大きく

なり、道路や歩道では日中の雪融けでできた水たま

りが、夜には凍りついて滑りやすくなるため、ドライ

バー、歩行者共に気を遣うところでもあります。

　暖かさが目立ち始めますが、実は雪がまとまっ

て降るのも３月が一番多く、１日で降る量では１

月や２月より多くなる日もあります。

　３月の天気の特徴として、日本の南海上で発生

した低気圧が発達しながら北海道に接近すること

が増え、時に台風並みに発達して広い範囲に大雪

をもたらします。

　厳冬期に降る雪は、シベリアからの寒気を伴った季節

風によるもので、たくさん降る場所が特定の地域に限ら

れたり、雪自体が軽く綿のようであることが特徴です。

　低気圧から降る雪は、通るコースによっては、広い

範囲で短い時間に、大量の雪を降らせます。雪自体も

水分を含み重たいのが特徴で、多いところでは１日で

５０センチ以上にもなり、除雪作業が追い付かず渋滞

や通行止めなどの交通障害が起きやすくなります。

　このように、３月は大雪になりやすい時期でもありま

すので、引き続き雪には注意が必要で、気象台では、

１２時間で５０センチ（市町村によっては４０センチ）の雪

が降ると予想した場合に大雪警報を発表しています。

　気象警報等の気象情報は、テレビやラジオの番

組やデータ放送、またインターネットで確認する

ことができます。

入　　魂　　式

初山別村消防団第１分団
水槽付消防ポンプ自動車Ⅱ型


